
富
士
川
瀞
は
明
治
・
大
正
・
昭
和
を
通
じ
て
日
本
に
お
け
る
医

史
学
の
発
展
に
貢
献
し
た
医
学
者
で
あ
る
。
彼
の
著
作
は
数
千
に

も
及
び
、
そ
の
医
史
学
に
関
す
る
代
表
的
な
著
作
は
ご
子
息
の
富

士
川
英
郎
氏
編
集
に
よ
る
「
富
士
川
瀞
著
作
集
」
全
十
巻
（
思
文
閣

出
版
、
昭
和
五
十
五
’
七
年
発
行
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
彼
の
医

史
学
に
対
す
る
関
心
は
、
東
洋
医
学
史
、
医
学
分
科
史
、
医
術
と

医
業
、
医
者
の
風
俗
・
迷
信
、
疾
病
史
、
病
志
・
療
法
の
歴
史
、

民
間
薬
、
医
科
倫
理
学
・
典
籍
、
伝
記
、
医
史
料
な
ど
ほ
ぼ
医
学

の
全
分
野
に
わ
た
っ
て
い
る
。
医
学
の
全
分
野
を
研
究
対
象
と
す

る
な
ら
ば
、
看
護
も
そ
の
視
野
に
含
ま
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
と

考
え
、
看
護
に
関
す
る
考
え
方
の
表
現
さ
れ
て
い
る
文
献
を
探
索

し
た
と
こ
ろ
、
三
編
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
た
。
本
研
究
で
は

そ
れ
ら
の
文
献
の
内
容
を
考
察
す
る
こ
と
で
、
彼
の
看
護
観
を
明

、
富
士
川
勝
と
看
護
療
法

平
尾
真
智
子

ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

今
回
対
象
と
し
た
文
献
は
「
知
学
的
看
護
法
」
（
中
外
医
事
新
報
、

明
治
三
十
三
年
）
、
「
人
工
治
癒
法
そ
の
一
、
二
の
新
式
に
就
い
て
」

（
順
天
堂
医
事
研
究
会
雑
誌
、
明
治
三
十
四
年
）
、
「
看
護
療
法
」
（
日
本

内
科
全
書
第
二
巻
に
収
録
、
大
正
二
年
）
の
三
つ
の
文
献
で
あ
る
。

中
外
医
事
新
報
に
三
回
に
わ
た
っ
て
連
載
さ
れ
た
「
知
学
的
看

護
法
」
（
四
九
五
号
、
四
九
六
号
、
四
九
八
号
、
明
治
三
十
三
年
）
で
は
、

ド
イ
ツ
の
医
師
メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン
氏
の
提
唱
す
る
知
学
的
看
護
法

（
ヒ
プ
ル
ギ
ー
）
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
知
学

的
看
護
法
の
定
義
、
歴
史
、
知
学
的
療
法
に
お
け
る
知
学
的
看
護

法
の
位
置
、
知
学
的
看
護
法
の
治
療
作
用
、
知
学
的
看
護
法
の
治

療
材
料
、
知
学
的
看
護
法
の
作
用
、
結
論
の
七
項
目
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
る
。
順
天
堂
医
事
研
究
会
雑
誌
三
四
二
号
に
掲
載
さ
れ
た

「
人
工
治
癒
法
そ
の
一
、
二
の
新
式
に
就
い
て
」
（
明
治
三
十
四
年
）

で
は
天
然
治
癒
と
人
工
治
癒
に
つ
い
て
述
べ
、
天
然
治
癒
に
は
限

界
が
あ
る
か
ら
人
工
治
癒
法
を
用
い
て
疾
病
の
快
復
数
を
増
し
良

好
な
経
過
を
図
る
こ
と
が
医
学
の
責
任
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

そ
し
て
人
工
治
癒
法
の
種
別
を
サ
ム
エ
ル
の
四
つ
の
分
類
に
基
づ

き
、
さ
ら
に
二
十
二
の
療
法
に
分
け
て
紹
介
し
て
い
る
。
新
式
の
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医
史
学
の
大
家
富
士
川
瀞
の
看
護
に
関
す
る
論
述
の
内
容
を
分

析
し
た
。
彼
は
ド
イ
ツ
留
学
か
ら
帰
国
後
た
だ
ち
に
中
外
医
事
新

報
に
知
学
的
看
護
法
を
連
載
し
、
わ
が
国
に
紹
介
し
た
。
こ
の
療

法
は
ド
イ
ツ
で
も
ま
だ
研
究
さ
れ
て
か
ら
数
年
し
か
た
っ
て
い
な

人
工
治
癒
法
と
し
て
運
動
療
法
、
練
習
療
法
、
精
神
療
法
、
栄
養

療
法
、
看
護
療
法
を
あ
げ
て
い
る
。
看
護
療
法
に
つ
い
て
は
中
外

医
事
新
報
に
紹
介
し
た
メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン
氏
が
ヒ
プ
ル
ギ
ー
と
名

付
け
た
新
療
法
を
取
り
上
げ
て
簡
単
に
説
明
し
て
い
る
。
こ
こ
で

は
こ
の
療
法
の
こ
と
を
「
医
術
的
看
護
法
」
、
「
科
学
的
看
護
法
」

と
も
言
っ
て
い
る
。
日
本
内
科
全
書
第
二
巻
（
吐
鳳
堂
、
大
正
二
年
）

は
治
療
総
論
で
、
栄
養
療
法
、
水
治
療
法
、
温
熱
療
法
と
と
も
に

「
看
護
療
法
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
看
護
療
法
は

治
療
の
一
法
で
あ
り
、
科
学
を
基
礎
と
し
、
そ
の
主
旨
と
す
る
と

こ
ろ
は
病
者
の
特
性
・
習
慣
・
生
活
方
法
、
精
神
状
態
に
注
意
し

て
、
病
気
の
治
癒
を
促
進
す
る
方
法
を
講
ず
る
こ
と
に
あ
る
、
と

述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
看
護
療
法
の
内
容
と
し
て
、
病
室
、
病
床
、

病
者
の
体
位
、
病
者
の
四
囲
、
食
物
、
身
体
の
看
護
、
両
便
の
排

泄
、
喀
疾
の
排
泄
、
痙
痛
に
対
す
る
処
置
、
熱
に
対
す
る
処
置
が

記
載
さ
れ
て
い
る
。

い
と
い
う
新
式
の
治
療
法
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
彼
は
自
己
の
研
究

対
象
で
あ
る
医
学
史
の
分
野
に
看
護
を
明
確
に
位
置
づ
け
て
い

た
。
彼
の
看
護
観
は
ド
イ
ツ
医
学
の
動
向
を
踏
襲
し
た
も
の
で
は

あ
っ
た
が
、
明
治
三
十
三
年
と
い
う
早
い
時
期
に
医
学
全
体
に
お

け
る
看
護
の
位
置
づ
け
、
看
護
の
本
質
に
つ
い
て
適
確
に
わ
が
国

に
紹
介
し
た
功
績
に
は
大
き
な
も
の
が
あ
る
。
大
正
二
年
以
降
、

こ
の
看
護
療
法
（
ヒ
プ
ル
ギ
ー
）
が
わ
が
国
の
医
学
全
体
の
な
か
に

ど
の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か
っ

て
い
な
い
。
ま
た
彼
の
著
作
集
の
年
表
に
、
明
治
四
十
一
年
に
看

護
学
会
を
開
催
し
た
と
い
う
記
事
も
み
ら
れ
る
が
、
詳
細
に
つ
い

て
は
不
明
の
た
め
今
後
の
課
題
に
し
た
い
。

（
山
梨
県
立
看
護
短
期
大
学
）
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